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第８回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（平成21年11月20日) 

 

   第 ８ 回   熊本県議会    決算特別委員会会議記録 

 
平成21年11月20日(金曜日) 

            午前10時１分開議 

            午前10時26分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 (1) ｢第３ 歳入確保と予算執行」につい

て 

 (2) ｢第４ 施策推進上改善又は検討を要

する事項等」について 

――――――――――――――― 

出席委員(11人) 

        委 員 長 小 杉   直 

        副委員長 小早川 宗 弘 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 松 村   昭 

        委  員 平 野 みどり 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 田 代 国 広 

        委  員 吉 田 忠 道 

        委  員 船 田 公 子 

        委  員 渕 上 陽 一 

        委  員 浦 田 祐三子 

欠席委員(１人) 

        委  員 竹 口 博 己 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 出納局 

        会計課長 田 上   勲 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

        議事課長 東   泰 治 

     議事課課長補佐 中 村 時 英 

       議事課参事 小 池 二 郎 

――――――――――――――― 

  午前10時１分開議 

○小杉直委員長 ただいまから、第８回決算

特別委員会を開会いたします。 

 第２回委員会から合計６回にわたって、部

局ごとに審査を行ってきたわけであります

が、本日は、その審査結果について取りまと

めを行います。 

 まず、資料１の委員長報告の章立てについ

てでありますが、本年度は、例年に準じて５

章立てで作成したいと思っております。 

 内容については、資料１のとおりでありま

す。 

 次に、５章のうち、お手元にお配りしてお

ります資料２の「第３ 歳入確保と予算執

行」及び資料３の「第４ 施策推進上改善又

は検討を要する事項等」についてお諮りいた

します。 

 これは、各部局ごとの審査の中で、概ね50

項目の指摘がありましたが、各委員から出さ

れた意見を踏まえ、できるだけ委員会の総意

となるよう留意しながら、より重点を絞って

取りまとめたものであります。 

 もちろん、個々に触れなかった項目につい

ても、委員会議事録にも掲載されますし、当

然執行部において改善、検討されると考えて

います。 

 まず「第３ 歳入確保と予算執行」は総論

に当たる部分であり、各部局に共通する重要

な点について、より踏み込んで取りまとめた

ものであります。 

 この部分で本委員会の基本的考えを示した

ところであります。 

 次に「第４ 施策推進上改善又は検討を要

する事項等」については、各論に当たる部分

ですが、より重点を絞って、各部局に関する

事項について取りまとめたものであります。 

それでは、まず、担当書記に朗読させま
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す。 

 

○中村議事課課長補佐 担当書記の中村でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 では、先生方の資料３ページをお願いいた

します。｢資料２」となっていると思いま

す。 

 朗読します。 

第３ 歳入確保と予算執行 

 次に、歳入確保と予算執行について申し

上げます。 

 まず、一般会計及び特別会計の収入未済

の解消については、関係部局においてそれ

ぞれ対策が講じられていますが、歳入確保

及び公平性の観点から、さらに一層徹底し

た徴収促進に努めるよう指摘したところで

あります。 

 次に、予算の執行面についてであります

が、昨年の不適正経理の発覚以降、職員の

法令遵守意識の向上に向けた職員の意識改

革や資質の向上、不適正経理を防止する物

品調達・物品管理システムの構築、予算執

行システムの見直しなど、議決の趣旨に沿

った適正な執行に向け、取り組みが進めら

れているところであります。 

 こうした中、11月11日には、今回の審査

対象年度ではないものの、会計検査院から

平成14年度から平成19年度に係る国庫補助

事務執行について、指摘を受けたところで

あります。 

 今後、国へは、国庫補助制度の弾力的運

用を求めるとともに、県においては、この

ようなことが二度と繰り返されることのな

いよう、適正な公金管理と厳正な会計処理

の徹底を強く求めるものであります。 

 次に、各会計ごとの予算執行について

は、危機的な財政状況の中、おおむね所期

の目的を達成したものと認められます。 

 しかしながら、事務的経費の節減以外に

多額の不用額を出している事業もあるの

で、限られた財源をより効果的に活用する

ためにも、予算の編成及び執行に当たって

は、さらに工夫するよう重ねて指摘したと

ころであります。 

 以上、20年度決算の全般的な事項につい

て申し上げましたが、本県財政は、まさに

危機的な状況にあり、加えて米国発の金融

危機に端を発する国内経済状況の低迷など

により、更に厳しい状況になってきており

ます。 

 一方、少子高齢化への対策をはじめ、景

気や雇用問題、環境問題並びに新型インフ

ルエンザの対策等多くの課題を抱え、行政

需要はますます増大していくことが見込ま

れます。 

 このような中、歳入面では、税収の確

保、資産の有効活用、未収金の早期解消

等、歳出面では厳正な優先順位づけなど歳

出全般にわたり、一層の事務事業の見直し

と重点化を全庁的な取り組みとして行うよ

う要望したところであります。 

 これが資料の２です。次のページをお願い

します。４ページ、資料の３になります。 

 読みます。 

第４ 施策推進上改善又は検討を要する事

項等 

 審査の過程において各委員から出されま

した、施策推進上改善又は検討を要する事

項について申し上げます。 

 

【 共 通 】 

１ 収入未済の解消については、関係部局

においてそれぞれ努力の跡が見られる

が、財源の確保及び負担の公平性の観点

から、さらに一層効果的で徹底した徴収

促進に努めること。 

 （総務部、健康福祉部、商工観光労働

部、農林水産部、土木部、教育委員

会、警察本部） 

２ 国が開発した自動車保有関係手続のワ
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ンストップサービスシステムの管理経費

等として、本県は負担金を支出している

が、事業開始から４年経過しているにも

かかわらず国とのシステム接続ができて

おらず、活用できていない状況にある。 

  制度のあり方あるいは改善の方向性等

について適切な対策を取ること。 

 （総務部、警察本部） 

 

【総務部】 

３ 経済情勢の変動を受け、税収が見込み

額を大きく下回る中、収入未済額も増加

傾向にある。 

  市町村との連携を含めて、費用対効果

も十分踏まえながら、さらに適切かつ効

率的な徴収対策を講じること。 

 

【地域振興部】 

４ 並行在来線である肥薩おれんじ鉄道に

ついては、高齢者の乗継ぎに配慮した運

行ダイヤや停車ホームの設置など、地域

の実情に応じた利便性の向上を更に図っ

ていくよう肥薩おれんじ鉄道株式会社に

対して改善を求めるとともに、今後と

も、沿線地域の意見を良く聞き、連携し

て利用促進等に取組むこと。 

 

【健康福祉部】 

５ 地域保健医療計画については、保健所

の所管区域をベースに計画の策定がなさ

れてきたが、高速自動車道の整備など、

交通網の発達に伴い県境を越えた連携も

必要と考えられるので、次期地域保健医

療計画においては、こうした実情を踏ま

えたところで検討を行うこと。 

 

【環境生活部】 

６ ｢改定・熊本県の保護上重要な野生動

植物レッドデータブックくまもと２００

９」の印刷委託や光化学オキシダント測

定局設置工事の発注において、誤ったデ

ータの提供や積算誤りが発生し、修正や

再入札を余儀なくされた。 

  このようなことのないよう、原因究明

を行い、事務執行の進行管理やチェック

体制が充分働くよう体制整備を行うとと

もに、再発防止に努めること。 

 

【商工観光労働部】 

７ 中小企業振興資金の未収金について

は、これまでも債権回収に取り組まれて

いるが、依然として高額を示したままと

なっている。 

  今後も、滞納先の訪問強化等を行い、

さらなる未収金の回収に努めること。 

 

【農林水産部】 

８ 国営土地改良事業費負担金の収入未済

額は、依然として高い額となっている。 

  地域の担い手の経営規模拡大や企業参

入の支援などの営農支援を図るなどし

て、収入未済の解消に努めること。 

 

【教育委員会】 

９ 教員の研修には、制度として、初任者

研修と10年経験者研修があるが、教員の

資質を疑われるような事例の発生が見受

けられるので、人間としての規範意識を

高める研修や現場における研修等に重点

的に取り組むこと。 

10 育英資金等の未収金は、増加傾向にあ

る。督促業務にかかる職員等の増員によ

り、実態把握は進んでいるようではある

が、未収金回収の実績に繋がるように取

り組むこと。 

 

【警察本部】 

11 団塊世代の退職期を迎え、高度の捜査

技術等を持つ熟練職員の大量退職が続い

ている。 
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  治安の低下を招かないよう、退職職員

の持っている捜査技術等が確実に伝授さ

れるような対策に取り組むこと。 

 

【企業局】 

12 阿蘇市車帰の風力発電施設について

は、当初計画の電力供給量の約半分程度

しか実績がなく低迷している状況にあ

る。 

  また、平成20年度には、風車の一部に

おいて、部品の破損により長期間にわた

り発電できない状況も発生している。 

  今後、企業会計の経済性の発揮という

観点から、このようなことが起きないよ

う適切な運営に努めること。 

13 有明工業用水道事業については、新た

な企業立地はなく、また、既存の企業の

使用水量も減少するなど、厳しい経営環

境が続いている。 

  それに伴い、累積欠損も増加してお

り、未利用水対策は、大きな課題であ

る。 

  今後、商工部門との連携を図るなど、

工業用水需要等の確保に努めること。 

 以上であります。 

 

○小杉直委員長 今の案について、委員の皆

さんから御意見はありませんでしょうか。 

 

○吉田忠道委員 まず、資料の２の方ですけ

れども、全般的なところで、昨年の会計検査

で不正経理の問題が出まして、あれは平成20

年度にもまたがっとったわけですね。平成16

年から20年までですから、昨年は19年度の分

を決算しましたけれども、今年度は20年度に

ついて決算しました。したがいまして20年度

も不正経理はそのまま残っておるわけです。 

 その付近のところの記載がこのままではち

ょっと不十分じゃないかなというふうに思い

ます。それが１件。 

 もう一件は、平成20年度の補正予算で、い

わゆる平成21年度につながる13カ月予算とい

うことを組みました。そういうことで、平成

20年度は、例年になく多額の繰越明許費が出

ているはずです。例年とは全然違う繰越明許

費が出ておりますので、その付近のことを少

しつけ加えて書いとった方がいいのではない

かというふうに感じました。 

 以上です。 

 

○小杉直委員長 わかりました。第１点につ

いて、もう一遍ちょっと説明をお願いしま

す。 

 

○吉田忠道委員 第１点は、去年の報告に

は、19年度決算における不適切な経理につい

ての細々した数値が書いてあります。ことし

は、20年度にもこれはまたがっておりますの

で、そこまで書く必要があるかどうかは別に

しまして、20年度についても不適正経理があ

ったということを、明確にこの中にもう少し

つけ加えとった方がいいのではないかという

意見でございます。 

 

○小杉直委員長 去年の決算委員会で御承知

と思いますが、認定を保留しましたですね。

その理由は、県独自で自主調査した中に、19

年度分があったということで、認定を保留し

たいきさつがあるわけですね。 

 19年度分が入っとったということで去年の

決算委員会では19年度審査しましたから、そ

れで保留して不認定をしましたですね。 

 今度の会計検査の不適正経理の公表は、平

成14年から19年度分であって、この私たちの

20年度の決算委員会には関係ないということ

で、今回そのようなことで進んでいるわけで

すが。 

 

○吉田忠道委員 いや、20年度の決算をやっ

ておるわけですから、20年度にも当然不正経
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理は発生しておるわけです、既に。 

 

○小杉直委員長 それは自主調査でしょ。こ

としやった自主調査の中でしょ。 

 

○吉田忠道委員 去年から引き続いて、去年

の時点は19年度決算したんですけれども、20

年度の分まで判明したわけですね、去年は。

だから、既に20年度の決算をしているわけで

すけれども、その中には当然不適切経理が発

生しているわけですね。だからその件を何も

書かなくていいのかなというのが私の…… 

 

○小杉直委員長 その考え方としては、今吉

田委員がおっしゃった考え方と、自主調査に

ついては既に公表して、それについてはそれ

なりの措置を既に済ませとるから、もういい

のではなかろうかというふうな考え方、その

２点ありますね。 

 

○吉田忠道委員 もう一件は、それに絡みま

して、この平成20年度の決算についても認定

ができるのかなという疑問も若干あるわけで

す。平成20年度の一般会計については、果た

して認定していいのかなという疑問がちょっ

とあるわけです。 

 

○小杉直委員長 ほかに御意見はございませ

んか。 

 事務局に尋ねるけれども、今度の20年度の

決算の決算審査の中には不適正経理はありま

したか。 

 

○中村議事課課長補佐 先ほど言われたよう

に、最初の調査をするときには、前半部分、

要するに４月からの何カ月間分については事

実あったように考えております。 

 ただ、その後は、ちゃんとその分を訂正を

されて、20年度末には正しい形になっている

というふうに理解しておりますが。 

 

○吉田忠道委員 20年度末には正しくなって

いる。 

 

○中村議事課課長補佐 ちゃんとした形に、

執行部の方で行ったというふうに認識をして

おりますが。 

 

○吉田忠道委員 平成20年度の調査した途中

までは既にもう不正経理は発生しておるわけ

です。それは、発生した後の訂正というのは

きかないんでしょ。それ以後の予算の執行に

ついてはそれを踏まえて適正にやっているけ

れども、それまでについては既定の事実だか

ら。やってしまったわけでしょ。 

 

○小杉直委員長 せっかく会計課が来ている

から、今のについての経過をちょっと概略説

明して。 

 

○田上会計課長 会計課でございます。 

 昨年12月に、いわゆる不適正経理処理に関

する内部それから外部の調査委員会を設置い

たしまして、15年度から20年度までの自主調

査という形で調査をやっております。それ

で、今委員の方からお話があっておりました

ように、実は、20年度も入っております。金

額としては300万ほど生じております。それ

につきましては、昨年の２月の議会で、いわ

ゆる調査委員会の結果報告という形で報告を

させていただいております。 

 一応経緯はそういうところでございます。 

 

○小杉直委員長 わかりました。 

 一応それでけじめをつけとるというような

方向になっておるものですから、昨年に続い

て、あえてまた不認定する必要はないんじゃ

なかろうかというようなことの考え方ですた

いな。 

 去年、19年度の決算審査の中で、その分が
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含まれているということが判明しましたし、

自主調査ではっきりしたものですから、一た

ん不認定をしたわけですが、しかし、吉田委

員がおっしゃったように、20年度分も一部入

っておりますけれども、既に、田上氏が説明

しましたように、公表して、それへの措置を

して、そしてその後の再発防止策まできちん

と打ち出しておりますので、ことしもあえて

それについて不認定までする必要はないのじ

ゃなかろうかということが１点と、会計検査

院が調査した面につきましては、14年度から

19年度分ですから、今回の決算委員会の審査

の年数に入りませんので、それはもう別扱い

というようなことの考え方ですたいね。 

 ほかに、今の吉田委員に対する意見とかは

ございませんでしょうか。 

 私の説明と委員の説明は大体御理解でござ

いますか。 

 もう一つは、なかなかいろいろ財務状況は

厳しい環境の中で、県の職員さんたちは一丸

となって前向きに前進していただかないとい

かぬ環境の中で、一たんけじめをつけた分に

ついて、さらにまた繰り返すということにつ

いては、変な言い方になりますが、少し後ろ

向きといいますか、前進していただかないと

いかぬ県政の中で、やや足を引っ張るおそれ

があるのじゃなかろうかということで、厳し

く考えますならば、本年度も吉田委員がおっ

しゃったような意味も十分わかりますけれど

も、ここは、本議会でも知事が反省の弁を述

べ、再発防止もきちんとした説明をした後の

ことですから、どうぞひとつ、今後は再発し

ないように一丸となって県政に邁進していた

だきたいという気持ちが割合あったものです

から、そういうことで、あえてもうその分を

取り上げて、今回の報告事項には上げていな

いというのが真情でございますけれども、い

かがでしょうか。 

 

○吉田忠道委員 この委員会の認定について

は、基本的には全会一致ですか。 

 

○小杉直委員長 そうですね。 

 お気持ちとか方針は十分わかりますけれど

も、なかなか、政権交代して、来年度予算は

どうやって編成しようかということも、まだ

国の方が予算編成が済んでおるといいます

か、暫定予算もできていない状況で、非常に

苦慮している状況の中で、職員たちも戦々恐

々としながら、情報も十分以前のようにとれ

ない環境になっておりますので、非常に苦慮

しながら来年度予算に向けてどうあるべきか

ということで、非常に大苦労しておりますの

で、反省すべき点は反省しとるならば、今後

再発しないような形で、どうぞ頑張っていた

だきたいというのが決算委員会の気持ちとい

うことで、あえてそこは出していないわけで

すけれども。 

 

○吉田忠道委員 委員長の気持ちは十分理解

できます。だから、前向きに持っていかない

かぬことは私も当然だと思っておりますけれ

ども、この20年度の決算ということについて

の形の中で、これは過去のことをやっている

わけですので、それをこのまま認定していい

のかどうかについては若干の疑問が、私自身

はちょっとじくじたるものがあるものですか

ら質問させていただきました。 

 

○小杉直委員長 委員の方の御意見はござい

ませんでしょうか。 

 それならば、時間を余りかけるのも、もう

論点ははっきりしておりますので、なるべく

なら全会一致でということをお願いしたいわ

けですが、吉田委員のお気持ちとか方針もわ

かりますし、ほかの委員の方々のお気持ちも

察しておりますので、多数決でということに

いたさざるを得ないと思いますが、それでよ

ございますか。 

 そうしますと、今お話がありました資料２
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の部分、第３の歳入確保と予算執行の件につ

きまして、このような報告ということでよろ

しい方は手を挙げていただくということでよ

ろしくお願いします。 

  （賛成者挙手） 

○小杉直委員長 ありがとうございました。

賛成多数ということで、これは採決したいと

思いますが、吉田委員、それでどうぞひとつ

御理解をお願い申し上げます。 

 ほかに何か御意見はございませんでしょう

か。 

 それでは、本日の結果を踏まえて、先ほど

申し上げた観点から、さらにまたいろいろ検

討を加え、次回の委員会で委員長報告(案)を

提案することといたします。 

 次回は、第９回決算特別委員会となります

が、11月27日、本会議終了後直ちに開会し、

決算の認否及び委員長報告(案)の審議を行う

こととしておりますので、御協力をお願い申

し上げます。 

 それでは、これをもって、第８回決算特別

委員会を閉会いたします。 

 大変御苦労さまでございました。 

  午前10時26分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  決算特別委員会委員長 
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